
え
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
好
評

で
、
毎
年
多
く
の
フ
ァ
ン
が
訪
れ

て
い
ま
す
！

会
場
　
高
宮
田
園
パ
ラ
ッ
ツ
ォ

日
時
　

9
月
18
日
（
日
）

　
開
演 

14
：
00
（
開
場 

13
：
30
）

入
場
料
　
無
料

演
奏
曲
目
　

レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
、
く
ま
の
プ
ー

さ
ん
、
夜
桜
お
七
　
他

お
問
い
合
わ
せ
先
　
高
宮
田
園
パ

ラ
ッ
ツ
ォ
☎
57
‐
１
８
０
３

 「
ヨ
コ
ミ
ネ
式
」
子
育
て
講
演
会

甲
田
人
権
会
館
☎
45
‐
４
９
２
２

　
“
子
ど
も
”
が
持
つ
素
晴
ら
し

い
才
能
を
開
花
さ
せ
る
「
ヨ
コ
ミ

ネ
式
」
教
育
法
は
、
全
国
的
に
話

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
“
子
ど

も
”
た
ち
の

意
欲
、
や
る

気
、
好
奇
心

を
伸
ば
す
と

と
も
に
、
親

第
10
回
あ
き
た
か
た
市
民
文

化
祭

　「展
示
芸
術
の
祭
典
」

生
涯
学
習
課
☎
42
‐
０
０
５
４

　
年
に
一

度
の
「
展

示
芸
術
の

祭
典
」
を

開
催
し
ま

す
！

　
絵
画
、
書
、
生
け
花
な
ど
様
々

な
ジ
ャ
ン
ル
に
わ
た
る
市
民
の
創

作
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
初
日

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
は
消
防
音
楽
隊
の
迫
力
あ
る

演
奏
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま

す
。
最
終
日
の
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
で
は
オ
カ
リ
ナ
演
奏
と
フ
ル
ー

ト
演
奏
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

会
場
　
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ

日
時
　
９
月
25
日(

日)

〜

　
　
　
10
月
１
日(

土)

　
　
　
10
：
00
〜
18
：
00

　（
最
終
日
は
10
：
00
〜
16
：
00
）

主
催
　
あ
き
た
か
た
市
民
文
化
祭

実
行
委
員
会

「
安
芸
高
田
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ

ン
ブ
ル 

第
12
回
定
期
演
奏
会
」

生
涯
学
習
課
☎
42
‐
０
０
５
４

　
人
気
ア
マ
チ
ュ
ア
吹
奏
楽
団
の

安
芸
高
田
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
が
定
期
演
奏
会
を
開
催
し
ま

す
。
演
奏
に
加
え
ユ
ー
モ
ア
を
交

の
心
が
ま
え
や
子
育
て
方
法
を
こ

の
講
演
会
で
ま
な
び
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
10
月
２
日
（
日
）

　
　
　
13
：
30
〜
15
：
30

会
場
　
甲
田
文
化
セ
ン
タ
ー

ミ
ュ
ー
ズ

テ
ー
マ
　「
ダ
メ
な
子
な
ん
て
一

人
も
い
な
い
」
〜
学
ぶ
力
　
体
の

力
　
心
の
力
を
育
て
る
〜

講
師
　
社
会
福
祉
法
人
純
真
福
祉

会
理
事
長
　
横
峯
吉
文
さ
ん

東
儀
秀
樹
ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト

開
催
！生

涯
学
習
課
☎
42
‐
０
０
５
４

　　
雅
楽
奏
者
と
し
て
有
名
な
東
儀

秀
樹
さ
ん
の
ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
を

ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ
に
て
行
い

ま
す
。
　
　
　

　
東
儀
秀
樹
さ
ん
は
奈
良
時
代
か

ら
続
く
楽
家
の
家
系
の
生
ま
れ

で
、
世
界
に
誇
る
雅
楽
師
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
一
部
で

は
本
格
的
な
雅
楽
演
奏
を
、
第
二

部
で
は
ピ
ア
ノ
と
の
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
演
奏
を
行
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

会
場
　
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ

日
時
　
12
月
11
日
（
日
）

 

開
演
14
：
30
〜
（
開
場
14
：
00
）

チ
ケ
ッ
ト
販
売
日
　

　
10
月
２
日
（
日
）
10
：
00
か
ら

各
文
化
セ
ン
タ
ー
で
販
売
（
休
館

日
：
月
曜
日
）

入
場
料
【
全
指
定
席
】

●
一
般
　
　
　
：
２
，０
０
０
円 

 

　
　
　 （
当
日
：
２
，５
０
０
円
）

●
高
校
生
以
下
：
１
，０
０
０
円

　
　
　 （
当
日
：
１
，５
０
０
円
）

※
前
売
り
チ
ケ
ッ
ト
完
売
の
場
合

は
、
当
日
販
売
を
行
い
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ
先
　
生
涯
学
習
課

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

“
ス
ポ
ー
ツ
”
と
“
食
”
と

“
文
化
”
の
お
祭
り
『
み
つ

★
フ
ェ
ス
』
開
催

み
つ
や
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

事
務
局
☎
42-

２
８
０
８

　「
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
キ
ン
グ
」・「
腕

試
し
マ
ッ
チ
」
や
バ
ザ
ー
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
文
化

教
室
も
企
画
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
　
10
月
９
日
（
日
）

　
　
　
　
９
：
00
〜
15
：
00

場
所
　
吉
田
運
動
公
園

催

　し

＜ FAX ＞

　総務部・企画振興部 42-4376

　市民部 42-2130　福祉保健部 42-2130

　産業振興部 42-1003

　建設部 47-1206

　教育委員会 42-4396　議会事務局 47-0250

　消防本部・消防署 47-1191
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八千代支所　☎ 52-2111　高宮支所　☎ 57-0311　向原支所　☎ 46-3111

美土里支所　☎ 54-0311　甲田支所　☎ 45-4111　消防本部　☎ 42-0931（代）

参
加
費
　
１
人
２
０
０
円
（
保
険

料
含
む
）
※
み
つ
や
の
里
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
会
員
は
無
料

持
参
物
　
屋
内
種
目
に
参
加
の

際
に
は
屋
内

シ
ュ
ー
ズ
が

必
要
で
す
。

●
事
前
申
込

は
不
要

歴
史
民
俗
博
物
館
公
開
講
座

安
芸
高
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館

☎
42
‐
０
０
７
０

第
３
回
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
創
っ
た

男
　

〜
高
宮
町
出
身

　
高
橋
浩
之

の
挑
戦
〜
」

講
師
　
Ｊ
Ａ
広
島
中
央
　
農
業
技

術
顧
問
　
前
重
通
雅
さ
ん

日
時
　
９
月
11
日
（
日
）

　
　
　
13
：
30
〜
15
：
30

会
場

　
歴
史
民
俗
博
物
館

定
員
　
60
名
（
先
着
順
・
要
申
込
）

参
加
費
　
無
料

電
波
利
用
ル
ー
ル

「
不
法
電
波
は
い
け
ま
せ
ん
」

中
国
総
合
通
信
局

　
電
波
監
理
部

　

電
波
利
用
環
境
課

☎
０
８
２
‐
２
２
２
‐
３
３
３
３

　
電
波
は
消
防
、
救
急
、
放
送
、

携
帯
電
話
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活

の
安
心
・
安
全
の
た
め
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
不
法
電
波
は
、
こ
ん

な
大
切
な
通
信
を
妨
害
し
ま
す
。

●
守
ろ
う
電
波
の
３
つ
の
ル
ー
ル

１
． 

無
線
機
器
の
利
用
に
は
「
技

適
マ
ー
ク
」
の
確
認
を
し
て
く
だ

さ
い
。

２
． 

電
波
の
利
用
に
は
、
原
則
、

免
許
が
必
要
で
す
。

３
． 

外
国
規
格
の
無
線
機
器
は
、

国
内
で
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

●
電
波
に
関
す
る
お
困
り
ご
と
や

ご
相
談

不
法
無
線
局
、
混
信
、
妨
害
相
談

☎
０
８
２
‐
２
２
２
‐
３
３
３
２

受
信
障
害
（
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
）

☎
０
８
２
‐
２
２
２
‐
３
３
８
３

電
波
利
用
料

☎
０
８
２
‐
２
２
２
‐
３
３
０
８

そ
の
他
行
政
相
談

☎
０
８
２
‐
２
２
２
‐
３
３
１
４

手
話
通
訳
者
の
配
置

社
会
福
祉
課 

　
☎
42
‐
5
6
1
5

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
42
‐
2
1
3
0

　
手
話
を
使
用
さ
れ
て
い
る
聴
覚

な
ど
に
障
害
の
あ
る
方
が
市
役
所

を
安
心
し
て
利
用
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、
手
話
通
訳
者
を
配
置
し
て

い
ま
す
。
市
役
所
窓
口
で
の
手
続

き
や
相
談
の
際
に
手
話
通
訳
を
必

要
と
さ
れ
る
方
は
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

配
置
場
所
　
社
会
福
祉
課

配
置
日
時
　
毎
月
第
１
・
第
３
火

曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

９
：
30
〜
16
：
30
（
12
：
00
〜

13
：
00
を
除
く
）

利
用
方
法
　
手
続
き
・
相
談
時
の

手
話
通
訳
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
社
会
福
祉
課
又
は
各
課
窓
口

で
そ
の
旨
、
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

※
手
話
通
訳
者
が
業
務
で
不
在
の

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
承
知

く
だ
さ
い
。

投
票
所
の
一
部
変
更

　
選
挙
管
理
委
員
会☎

42
‐
１
１
３
６

　
平
成
28
年
11
月
13
日
執
行
予
定

の
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
よ
り
、

投
票
日
当
日
の
投
票
所
を
一
部
変

更
し
ま
す
。

●
八
千
代
第
３
投
票
所

「
下
根
集
会
所
」
へ
変
更
し
ま
す

(

八
千
代
町
下
根
６
１
４
番
地
１)

※
該
当
地
区

宮
の
下
、
宮
の
上
、
古
屋
、
国
安
、

中
の
谷
、
実
宗
、
出
口
東
・
出
口

中
、
出
口
西
、
寺
の
下
、
高
平
寺
、

上
高
平
寺
、
殿
前
市
営
住
宅

※
投
票
時
間
　
７
：
00
〜
18
：
00

(

変
更
な
し)

「
選
挙
公
報
」
郵
送

〜
ご
希
望
の
方
へ
選
挙
公
報
を
郵

送
い
た
し
ま
す
〜

　
選
挙
管
理
委
員
会☎

42
‐
１
１
３
６

　
候
補
者
の
政
見
な
ど
を
掲
載
し

た
、「
選
挙
公
報
」
の
配
布
は
、

新
聞
折
込
及
び
安
芸
高
田
市
役
所

本
庁
・
各
支
所
へ
の
設
置
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
新
聞
を
購
読
さ
れ
て
い
な
い
、

新
聞
の
折
込
が
入
ら
な
い
等
の
理

由
に
よ
り
「
選
挙
公
報
」
の
郵
送

を
ご
希
望
の
方
に
は
、
郵
送
い
た

し
ま
す
の
で
、
送
付
先
を
事
前
に

選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

※
無
投
票
と
な
っ
た
場
合
に
は
選

挙
公
報
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

無
料
調
停
相
談
会

広
島
民
事
調
停
協
会

☎
０
８
２
‐
２
２
８
‐
０
４
２
１

目
的
　

　
身
近
な
紛
争
に
つ
い
て
、
そ
の

解
決
手
段
の
一
つ
で
あ
る
調
停
制

度
の
利
用
に
関
す
る
相
談
を
無
料

で
受
け
る
と
と
も
に
、
調
停
制
度

が
、
だ
れ
で
も
簡
単
に
利
用
で

き
、
当
事
者
の
合
意
を
基
本
と
す

る
こ
と
か
ら
、
当
事
者
に
と
っ
て

円
満
な
解
決
が
期
待
で
き
る
制
度

で
あ
る
こ
と
を
広
く
知
っ
て
い
た

だ
く
。

日
時
　
10
月
14
日
（
金
）

　
　
　
10
：
00
〜
16
：
00

会
場
　
広
島
バ
ス
セ
ン
タ
ー
８
階
　

「
ア
ク
ア
ホ
ー
ル
」（
広
島
市
中
区

基
町
６
番
27
号
）

相
談
内
容

①
お
金
の
貸
し
借
り
、
売
買
の
代

金
の
支
払
、
交
通
事
故
の
損
害
、

近
隣
関
係
、
建
物
の
明
渡
し
な
ど

民
事
上
の
金
銭
や
物
に
ま
つ
わ
る

各
種
ト
ラ
ブ
ル

②
夫
婦
関
係
の
調
整
、
離
婚
、
生

活
費
（
養
育
費
）
の
請
求
、
遺
産

分
割
、
親
権
者
の
変
更
な
ど
家
庭

内
の
ト
ラ
ブ
ル

相
談
担
当
者
　

民
事
調
停
委
員
、
家
事
調
停
委
員

主
催
　
広
島
民
事
調
停
協
会
、
可

部
・
東
広
島
・
大
竹
　
各
調
停
協

会
、
広
島
家
事
調
停
協
会

募

　集

参
加
費
　
無
料お

知
ら
せ
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